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“スポーツ村で記録に挑戦” 

4　　 12006 APRIL

“スポーツ村で記録に挑戦” 

アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター ��������

固定資産税評価替え ……………………………２Ｐ
まちの話題  ………………………………………８Ｐ
指定管理者制度が始まります …………………１０Ｐ

改正　介護保険制度② …………………………１１Ｐ
あぐいぶらり旅（村絵図を歩く）  ……………１５Ｐ
お知らせ …………………………………………１９Ｐ

３月　３月１１１１日、阿久比スポーツ村陸上競技場で第日、阿久比スポーツ村陸上競技場で第１０１０回阿久比近郊リレーカーニバルが開かれ回阿久比近郊リレーカーニバルが開かれ
ました。会場には知多半島の小・中学生約ました。会場には知多半島の小・中学生約７００７００人が集まり、自己記録更新を目指してト人が集まり、自己記録更新を目指してト
ラック種目やフィールド種目に挑戦しました。ラック種目やフィールド種目に挑戦しました。
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固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
評
価
額

は
、
三
年
に
一
度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
、
こ
の
評
価
替
え
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
と
税
制
改
正
に
伴
う

固
定
資
産
税
課
税
の
主
な
変
更
点
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

��
　

平
成
八
年
度
ま
で
宅
地
な
ど
の
税
負
担

は
、
大
部
分
の
土
地
の
課
税
標
準
額
（
固

定
資
産
税
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
価
格

固
定
資
産
税
額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率

１
・
４
％
）
が
評
価
額
の
上
昇
割
合
に
応

じ
て
な
だ
ら
か
に
上
昇
す
る
負
担
調
整
措

置
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
の
評
価
替
え
か
ら
は
、
課

税
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
地
域
や
土
地
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
の
あ
る
負
担
水
準
（
評

価
額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
標
準
額
の
割

土 
地 
編

宅
地
比
準
土
地（
宅
地
・
雑
種
地
な
ど
）の

税
額
の
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

合
）
を
均
衡
化
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
た

税
負
担
の
調
整
措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
な
ど
に
つ
い
て
負
担
水
準
の
高
い

土
地
は
税
負
担
を
引
き
下
げ
ま
た
は
据
え

置
き
、
負
担
水
準
の
低
い
土
地
は
な
だ
ら

か
に
税
負
担
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
負
担
水
準
の
ば
ら
つ
き
の
幅
を
狭
め

て
い
く
仕
組
み
で
す
。

　

平
成
十
八
年
度
の
評
価
替
え
の
状
況
を

み
る
と
、
負
担
水
準
の
均
衡
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
地
域
や
土
地
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
ま
で
の

税
負
担
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
負
担
水

準
の
均
衡
化
を
促
進
す
る
措
置
を
と
り
ま

す
。

　

平
成
十
八
年
度
の
税
制
改
正
で
十
八
年

度
か
ら
二
十
年
度
ま
で
の
宅
地
な
ど
の
税

負
担
の
調
整
の
仕
組
み
が
、
従
来
の
方
法

と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
を
算
出
す
る
基
礎
と
な
る

課
税
標
準
額
の
求
め
方
を
図
示
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

小規模住宅用地…２００㎡以下の住宅用地（２００㎡を超える場合は、住宅１戸当たり２００㎡までの部分） 

負担水準が８０％以上の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額（据え置き） 
１００％ （１６.７％） 

（評価額比） 
1

負担水準が８０％未満の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額 

　　＋平成１８年度固定資産税評価額×　×５％ 

［上限］平成１８年度固定資産税評価額×　×８０％ 

［下限］平成１８年度固定資産税評価額×　×２０％ 

2

６ 
１ 

６ 
１ 

６ 
１ 

負担水準＝ 
６ 
１ 

平成１７年度（前年度）課税標準額 

平成１８年度（当該年度）固定資産税評価額× 

固定資産税評価額 

特　　　　例 
（ ６ 分 の １ ） 

税負担据え置き 

Aが評価額×（６分の１）×８０％ 
を上回る場合は８０％ 

前年度課税標準額＋ 
評価額×（６分の１）×５％ 

Aが評価額×（６分の１）×２０％ 
を下回る場合は２０％ 

A＝ 

８０％ （１３.３％） 

２０％ （　３.３％） 

０％ （　０％） 

一般住宅用地…小規模住宅用地以外の住宅用地（住宅１戸当たり２００㎡を超える部分） 

負担水準が８０％以上の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額（据え置き） 
１００％ （３３.３％） 

（評価額比） 
1

負担水準が８０％未満の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額 

　　＋平成１８年度固定資産税評価額×　×５％ 

［上限］平成１８年度固定資産税評価額×　×８０％ 

［下限］平成１８年度固定資産税評価額×　×２０％ 

2

３ 
１ 

３ 
１ 

３ 
１ 

負担水準＝ 
３ 
１ 

平成１７年度（前年度）課税標準額 

平成１８年度（当該年度）固定資産税評価額× 

固定資産税評価額 

特　　　　例 
（ ３ 分 の １ ） 

税負担据え置き 

Aが評価額×（３分の１）×８０％ 
を上回る場合は８０％ 

前年度課税標準額＋ 
評価額×（３分の１）×５％ 

Aが評価額×（３分の１）×２０％ 
を下回る場合は２０％ 

A＝ 

８０％ （２６.７％） 

２０％ （　６.７％） 

０％ （　０％） 

住  宅  用  地（住宅用の宅地） 

1

2

1

2

税
金
の
話 

税
金
税
金
の
話 

固定資産税 

三
年
に
一
度
評
価
額
を 

　
　
　
　
見
直
し
ま
す 

固定資産税 

税
金
の
話 
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3

一般市街化農地（市街化区域内の田・畑） 

負担水準が９０％以上の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額×１.０２５ １００％ （３３.３％） 

（評価額比） 1

負担水準が８０％以上９０％未満の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額×１.０５ 

2

負担水準が７０％以上８０％未満の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額×１.０７５ 

3

負担水準が７０％未満の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額×１.１０ 

4

負担水準＝ 
３ 
１ 

平成１７年度（前年度）課税標準額 

平成１８年度（当該年度）固定資産税評価額× 

固定資産税評価額 

特　　　　例 
（ ３ 分 の １ ） 

前年度課税標準額×１.０２５ 
９０％ （３０.０％） 

前年度課税標準額×１.０５ 
８０％ （２６.７％） 

前年度課税標準額×１.０７５ 

前年度課税標準額×１.１０ 

７０％ （２３.３％） 

０％ （　０％） 

1

2

3

4

負担水準が７０％を超える場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１８年度固定資産税評価額×７０％ 

1
負担水準＝ 

平成１７年度（前年度）課税標準額 
平成１８年度（当該年度）固定資産税評価額 

固定資産税評価額 

（税負担引下げ） 

評価額×７０％ 

例１　市街化区域宅地（店舗）の場合 
平成１７年度固定資産税評価額　１０,５００,０００円 
平成１８年度固定資産税評価額　１０,０００,０００円 
平成１７年度課税標準額　　　　  ７,３５０,０００円 
▼　　　　　　 ※平成１７年度税額１０２,９００円 
負担水準＝０.７３５（７３.５％） 
平成１８年度課税標準額 
＝１０,０００,０００円×７０％＝７,０００,０００円 
　　　　　　　　※平成１８年度税額９８,０００円 
（引下げ調整をして均衡を図ります） 

負担水準が６０％以上７０％以下の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額（据え置き） 

2

例２　市街化区域宅地（店舗）の場合 
平成１７年度固定資産税評価額　１０,５００,０００円 
平成１８年度固定資産税評価額　１０,０００,０００円 
平成１７年度課税標準額　　　　  ６,５００,０００円 
▼　　　　　　　※平成１７年度税額９１,０００円 
負担水準＝０.６５（６５％） 
平成１８年度課税標準額 
＝平成１７年度課税標準額＝６,５００,０００円（据え置き） 
　　　　　※平成１８年度税額９１,０００円 

負担水準が６０％未満の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額 
　　 ＋平成１８年度固定資産税評価額×５％ 
［上限］平成１８年度固定資産税評価額×６０％ 
［下限］平成１８年度固定資産税評価額×２０％ 

3

例３　市街化区域宅地（店舗）の場合 
平成１７年度固定資産税評価額　１０,５００,０００円 
平成１８年度固定資産税評価額　１０,０００,０００円 
平成１７年度課税標準額　　　　  ５,０００,０００円 
▼　　　　　　　※平成１７年度税額７０,０００円 
負担水準＝０.５（５０％） 
平成１８年度課税標準額 
＝５,０００,０００円＋１０,０００,０００円×５％ 
＝５,５００,０００円　※平成１８年度税額７７,０００円 
（引上げ調整をして均衡を図ります） 
※地価は下落しましたが、課税標準額は上昇します 

例４　市街化区域宅地（店舗）の場合 
平成１７年度固定資産税評価額　１０,５００,０００円 
平成１８年度固定資産税評価額　１０,０００,０００円 
平成１７年度課税標準額　　　　  １,４００,０００円 
▼　　　　　　　※平成１７年度税額１９,６００円 
負担水準＝０.１４（１４％） 
平成１７年度課税標準額＋平成１８年度固定資産税評価額×５％ 
（１,９００,０００円）が、 
下限の平成１８年度固定資産税評価額×２０％ 
（２,０００,０００円）を下回っているので、 
平成１８年度課税標準額＝２,０００,０００円 
　　　　 ※平成１８年度税額２８,０００円 

税　負　担　据　え　置　き 

Aが評価額×６０％を上回る場合は６０％ 

Aが評価額×２０％を下回る場合は２０％ 

１００％ 

７０％ 

６０％ 

２０％ 

０％ 

（７３.５％） 

（６５％） 

（５０％） 

（１４％） 

1

2

3

A＝ 前年度課税標準額＋評価額×５％ 
（ 税 負 担 引 き 上 げ ） 

商業地等（非住宅の宅地、雑種地など） 

固 定 資 産 税 額 課 税 標 準 額 税　率（1.4％） ＝ × 
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阿
久
比
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
街
化
調

整
区
域
の
宅
地
評
価
土
地
に
つ
い
て
は
、

同
じ
状
況
類
似
地
域
（
注
１
）
内
で
は
、

す
べ
て
の
宅
地
評
価
土
地
で
標
準
宅
地

（
注
２
）
の
価
格
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地

の
評
価
額
を
求
め
る
、
そ
の
他
の
宅
地
評

価
法
で
評
価
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
評
価
替
え
か
ら
、
市
街

化
調
整
区
域
の
す
べ
て
の
路
線
に
路
線
価

を
付
設
し
、
そ
の
路
線
価
を
基
に
そ
れ
ぞ

れ
の
宅
地
の
価
格
を
求
め
る
市
街
地
宅
地

評
価
法
（
路
線
価
評
価
法
）
に
変
更
し
ま

す
。

　

市
街
地
宅
地
評
価
法
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
宅
地
周
辺
の
街
路
状
況
を
詳
細
に
考
慮

し
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
公
平
な
固
定
資
産

税
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
街
地
宅
地
評
価
法
と
そ
の
他
の
宅
地

評
価
法
の
違
い
は
下
図
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

市街化調整区域内の宅地評価土地（宅地、雑種地など）の評価方法が変わります
（
注
１
）
状
況
類
似
地
域

　

固
定
資
産
税
評
価
で
宅
地
な
ど
の
利

用
状
況
が
共
通
な
地
域
を
区
分
し
た
地

域
で
す
。

　

商
業
地
域
、
住
宅
地
域
、
村
落
地
域

な
ど
の
用
途
の
違
い
、
幹
線
道
路
沿
い

や
そ
れ
以
外
の
地
域
の
違
い
な
ど
で
状

況
類
似
地
域
を
分
け
て
い
ま
す
。

（
注
２
）
標
準
宅
地

　

地
価
公
示
や
地
価
調
査
、
不
動
産
鑑

定
士
に
よ
る
鑑
定
評
価
な
ど
を
参
考
に

そ
の
価
格
を
決
め
る
宅
地
の
こ
と
。
通

常
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
類
似
地
域
の
中

か
ら
標
準
的
な
宅
地
と
し
て
一
カ
所
選

ば
れ
ま
す
。

宅地A： 
評価額＝３０,０００円/㎡ 

A

標準宅地（鑑定評価を行う宅地）： 
　　　　　　　評価額＝３０,０００円/㎡ 

小学校 

宅地Ｂ：評価額＝２０,０００円/㎡ 

宅地A： 
評価額＝４０,０００円/㎡ 

Ｂ 

A

標準宅地（鑑定評価を行う宅地）： 
　　　　　　　評価額＝３０,０００円/㎡ 

小学校 

バス 

バス 路線価：４０,０００円 

路線価：２０,０００円 

路
線
価
：３０
,０００
円
 

《その他の宅地評価法》 

《市街地宅地評価法》 　標準宅地の鑑定評価額が、３０,０００円/㎡
と決まると、標準宅地の接面する路線（主
要な路線）の路線価は、３０,０００円/㎡とな
ります。 
　同じ状況類似地域内の他の路線は、主要
な路線の価格と比較して、それぞれの路線
の幅員、駅やバス停、公共施設や商業施設
からの距離など、街路の状況を考慮してそ
の価格が決められます。 
　例えば、宅地Aの接面する路線は主要な
路線に比べ、幅員が広く、小学校やバス停
からも近いため、その価格は主要な路線よ
り高くなり、宅地Bの接面する路線は、主
要な路線に比べ、幅員が狭く、小学校やバ
ス停からも遠いため、その価格は主要な路
線より安くなります。 
 
※実際の課税では、それぞれの宅地の形状
（間口・奥行など）による補正を考慮し
た価格となりますが、この例では、標準
宅地、宅地A、宅地Bとも同じ正方形の
形状であると仮定します。 

　標準宅地の鑑定評価額が、３０,０００円/㎡
と決まると、道路の幅員や街路の状況に関
係なく、同じ状況類似地域内の宅地A、B
の価格は、標準宅地と同じ３０,０００円/㎡と
なります。 
 
※実際の課税では、それぞれの宅地の形状
（間口・奥行など）による補正を考慮し
た価格となりますが、この例では、標準
宅地、宅地A、宅地Bとも同じ正方形の
形状であると仮定します。 

宅地Ｂ：評価額＝３０,０００円/㎡ Ｂ 
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固定資産税評価替え 

× 

□問い合わせ先　税務課固定資産税係（４８）１１１１（内２１８・２３１） 

評価額 再建築価格 経年減点補正率 ＝ 

新
築
し
ま
し
た
。
今
年
（
平
成
十
八
年

度
分
）
か
ら
家
屋
の
税
額
が
急
に
高
く

な
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

答　

新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
、
一
定
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
と
き
は
、
住
宅
床

面
積
の
一
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
を

限
度
と
し
て
、
新
た
に
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度
か
ら

三
年
分（
三
階
以
上
の
中
高
層
耐
火
住

宅
に
つ
い
て
は
五
年
分
）に
限
り
、固
定

資
産
税
の
税
額
が
二
分
の
一
に
減
額
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
十
五
・

十
六
・
十
七
年
度
分
に
つ
い
て
は
固
定

資
産
税
額
が
減
額
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
こ
の
軽

減
措
置
が
な
く
な
り
、
本
来
の
税
額
と

な
っ
た
た
め
で
す
。

据
置
措
置

　

家
屋
の
評
価
替
え
を
行
っ
た
結
果
、
平

成
十
八
年
度
の
計
算
上
の
価
格
が
、
平
成

十
五
年
度
の
価
格
を
上
回
る
こ
と
と
な
る

場
合
は
、
評
価
額
を
平
成
十
五
年
度
の
価

格
に
据
え
置
く
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
家
屋
の
評
価
額
が
前
年
度
よ

り
高
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
土 
地
】

問　

私
は
、
昨
年
（
平
成
十
七
年
）
九
月

に
住
宅
を
壊
し
ま
し
た
。
今
年
（
平
成

十
八
年
度
分
）
か
ら
土
地
の
税
額
が
急

に
高
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。

答　

土
地
の
上
に
一
定
の
要
件
を
満
た
す

住
宅
が
あ
る
と
「
住
宅
用
地
に
対
す
る

課
税
標
準
の
特
例
」
が
適
用
さ
れ
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
税
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
住
宅
の
滅
失

や
そ
の
住
宅
と
し
て
の
用
途
を
変
更
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
特
例
の
適
用
か

ら
外
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

【
家 
屋
】

問　

私
は
、
平
成
十
四
年
八
月
に
住
宅
を

　

こ
の
再
建
築
価
格
と
経
年
減
点
補
正
率

を
見
直
す
こ
と
が
、
家
屋
の
評
価
替
え
の

処
理
と
な
り
ま
す
。

�
　

固
定
資
産
税
の
対
象
で
あ
る
家
屋
に
つ

い
て
も
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
在
来
家
屋
（
平
成
十
六
年
以
前
に
建

築
さ
れ
た
家
屋
）
の
評
価
額
を
評
価
替
え

時
点
（
平
成
十
八
年
）
の
価
値
に
合
う
よ

う
見
直
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

家
屋
の
評
価
額
は
、
次
の
と
お
り
算
定

さ
れ
ま
す
。

家 
屋 
編

経
年
減
点
補
正
率

　

家
屋
が
建
築
さ
れ
て
か
ら
の
年
数

の
経
過
に
よ
る
価
値
の
損
耗
を
評
価

額
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

家
屋
の
構
造
な
ど
に
よ
り
、
国
の
評

価
基
準
に
定
め
ら
れ
た
経
過
年
数
に

対
応
す
る
補
正
率
を
適
用
し
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
平
成
十

五
年
か
ら
の
三
年
分
の
経
過
年
数
を

加
え
た
補
正
率
に
見
直
し
を
し
ま
す
。

再
建
築
価
格

　

在
来
家
屋
を
、
平
成
十
八
年
に
建

築
す
る
と
し
た
場
合
の
価
格
を
い
い

ま
す
。
建
築
物
価
な
ど
の
指
数
が
反

映
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
三
年
前

（
平
成
十
五
年
）
の
一
平
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
価
格
に
国
の
評
価
基
準
に

基
づ
く
再
建
築
費
評
点
補
正
率
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

□
再
建
築
費
評
点
補
正
率

・
木
造
家
屋
＝
〇
・
九
八

・
非
木
造
家
屋
＝
〇
・
九
五

市街化調整区域内の宅地評価土地（宅地、雑種地など）の評価方法が変わります

�
　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
、
第
一

期
分
納
期
限
の
五
月
一
日（
月
）ま
で
に
、

全
期
分
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、
報
奨
金

が
年
間
の
税
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

五
月
一
日
の
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
報
奨

金
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
は
、
前
納
制
度
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
全
期
と
期
別
の
二
種
類
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

五
月
一
日（
月
）に
振
り
替
え
ま
す
の
で
預

金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

前　

納　

制　

度
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
は
全
国
の
自
治
体
を

専
用
回
線
で
結
び
、
全
国
共
通
の
本
人
確

認
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
住
基
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
主
な
サ
ー
ビ
ス
に
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交
付
が

あ
り
ま
す
。

�
　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で

す
。
大
切
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を
格
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

こ
の
カ
ー
ド
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
行
政
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
住
民
票
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
阿
久
比
町
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
希
望
さ
れ
る
方
に
交
付
し
て

い
ま
す
。

�
　

住
基
カ
ー
ド
に
は
「
写
真
付
き
」
と

「
写
真
な
し
」
の
二
種
類
の
タ
イ
プ
が
あ

り
、
写
真
付
き
タ
イ
プ
に
は
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
、
住
所
が
印
刷
さ
れ
ま
す
。

写
真
な
し
の
タ
イ
プ
に
は
氏
名
の
み
が
印

刷
さ
れ
、
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

写
真
付
き
カ
ー
ド
は
、
公
的
な
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
と
は
何
で
す
か

住
基
カ
ー
ド
と
は
何
で
す
か

住
基
カ
ー
ド
に
は
二
種
類
の
タ
イ
プ

住
基
カ
ー
ド
に
は
二
種
類
の
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す

が
あ
り
ま
す

�
　

平
成
十
六
年
度
以
降
順
次
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
手
続
き
が
、
住
基
カ
ー
ド
を
使
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
二
十
四
時

間
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
電
子
署
名
（
書
面
で
の
申

請
で
署
名
や
押
印
に
相
当
す
る
行
為
）
が

必
要
な
手
続
き
は
事
前
に
電
子
証
明
書
の

取
得
が
必
要
で
す
。

�
　

カ
ー
ド
を
作
成
す
る
本
人
に
窓
口
に
来

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に

必
要
な
物
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
官
公
署
が
発

行
し
た
写
真
付
き
の
証
明
書
）

・
印
鑑
（
認
印
）
・
交
付
手
数
料
五
百
円

・
写
真
（
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
申
請
す
る

方
の
み
必
要
で
、
申
請
六
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の
で
無
帽
、
正
面
、
無
背

景
で
サ
イ
ズ
は
縦
四
･
五 
㌢
、
横
三
･

五 
㌢ 
の
も
の
）

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
な
い
方
は

作
成
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
住

民
福
祉
課
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

戸
籍
住
民
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
５
・
２
２
４
）

住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
行
政
手
続
き
が
行
え
ま
す

に
よ
る
行
政
手
続
き
が
行
え
ま
す

住
基
カ
ー
ド
の
作
成
方
法

住
基
カ
ー
ド
の
作
成
方
法

第
四
回
　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド 

　

平
成
十
七
年
の
年
平
均
の
全
国
消
費
者

物
価
指
数
が
、
対
前
年
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
十
八

年
度
の
年
金
額
は
、
前
年
度
よ
り
〇
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
少
な
い
額
と
な
り
ま
す
。

　

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合
は
、
月

額
二
百
円
ほ
ど
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

　

四
月
分
か
ら
新
し
い
年
金
額
と
な
り
ま

す
の
で
、
六
月
の
定
期
支
払
（
四
月
お
よ

び
五
月
分
）
か
ら
年
金
額
が
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

障
害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
、
障
害

基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
、
障
害
基
礎

年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
の
組
み
合
わ
せ
に

つ
い
て
併
せ
て
受
給
（
併
給
）
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

併
給
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
選
択
申

出
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
年
金
被
保
険
者
）

　

�
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
）

　

�
０
５
７
０（
０
７
）１
１
６
５

・
半
田
社
会
保
険
事
務
所

　

�（
２
１
）２
３
２
１

【
国
民
年
金
】

　

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
平
成
十
九
年
三

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
二
百

八
十
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
一
万
三
千

八
百
六
十
円
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成
二
十
九
年

度
ま
で
毎
年
度
月
額
二
百
八
十
円
引
き
上

げ
ら
れ
最
終
的
に
月
額
一
万
六
千
九
百
円

と
な
る
予
定
で
す
。

【
年
金
給
付
関
係
】

保
険
料
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

平
成

年
度
の
年
金
額
は

１８

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
な
ど
を
併
せ
て
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

『
こ
こ
ろ
編
』

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
は
、
皆
さ
ん
が
自
分
自
身
の
健
康
に

２１関
心
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と
も
言
わ
れ
、

職
場
環
境
や
人
間
関
係
な
ど
人
々
が
日
常

生
活
の
中
で
受
け
る
ス
ト
レ
ス
も
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

精
神
的
・
身
体
的
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る

と
、
心
身
と
も
に
疲
労
す
る
よ
う
に
な
り
、

ひ
ど
く
な
る
と
心
身
症
や
う
つ
病
な
ど
の

病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

う
つ
病
は
「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」
と
も
い

わ
れ
、
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
身
近

な
病
気
で
す
。

１０年後の目標現状値

９０．０%８０．８%
①　悩みを相談できる人を
持っている人の割合

７５．０%６８．６%
②　趣味や生きがいを持って
いる人の割合

８０．０%７１．２%
③　朝、すっきり目覚める人
の割合

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う

は
じ
め
の
一
歩
の
取
り
組
み

�・　

適
度
な
運
動
に
よ
り
、
質
の
高
い

睡
眠
を
得
ま
す
。

・　

午
前
零
時
前
の
就
寝
に
よ
り
、
質

の
高
い
睡
眠
を
得
ま
す
。

�・　

一
日
に
三
十
分
以
上
、
気
分
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
時
間
を
つ
く
り
ま

す
。

・　

悩
み
を
相
談
で
き
る
場
所
を
知
り
、

必
要
に
応
じ
て
活
用
し
ま
す
。

（　

歳
〜　

歳
）

２０

３９

（　

歳
〜　

歳
）

４０

６４

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

①　

心
身
が
疲
れ
た
時
の
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
。

②　

規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
。

③　

本
音
を
話
せ
る
友
人
を
持
つ
。

④　

よ
く
笑
い
、
よ
く
遊
ぶ
。

⑤　

時
に
は
何
も
し
な
い
。

快
適
な
睡
眠
を
得
る
た
め
に

①　

日
中
は
元
気
に
活
動
す
る
。
適
度
に

運
動
す
る
。

②　

就
寝
前
に
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
な
ど
の

カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な

い
。

③　

軽
い
読
書
・
音
楽
な
ど
、
眠
る
前
に

自
分
な
り
の
方
法
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。

ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
入
る
の

も
よ
い
。

④　

早
寝
早
起
き
を
心
掛
け
る
。

�・　

自
分
に
合
っ
た
眠
り
や
す
い
環
境

を
整
え
ま
す
。

・　

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
・

趣
味
を
持
ち
ま
す
。

（　

歳
以
上
）

６５

　

ス
ト
レ
ス
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
い
よ
う
、

対
処
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

�

�

�

�

�������������

�������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

・　

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
す
。

・　

睡
眠
障
害
に
つ
い
て
理
解
し
、
生

じ
た
場
合
は
早
め
に
対
処
し
ま
す
。

お
だ
や
か
な
心
で
、生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
で
き
る

　３月１５日号で「健康なんでも相談日」
が４月２１日（金）午前のみ実施となってい
ましたが、この日は休みとさせていただ
きます。よろしくお願いします。
　お詫びして訂正します。

お 詫 び と 訂 正
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�������
　

町
内
の
中
学
校（
三
月
七
日
）と
小
学
校

（
三
月
二
十
日
）で
卒
業
式
、幼
稚
園（
三
月

十
七
日
）と
保
育
園（
三
月
二
十
五
日
）で

卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
二
百
四
十
二
人
、
小
学
校
で

二
百
三
十
六
人
、
幼
稚
園
で
四
十
九
人
、

保
育
園
で
百
七
十
八
人
が
卒
業
や
卒
園
を

し
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
ク
ラ
ス
ご
と

に
代
表
が
担
任
の
先
生
へ
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
、
感
極
ま
っ
て
言
葉
に
詰
ま
り
、
涙

な
が
ら
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
る
姿

は
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

　

慣
れ
親
し
ん
だ
学
校
や
園
と
別
れ
る
の

は
寂
し
い
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
新
し
い
生
活
に
夢
ふ
く
ら
ま
せ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
び
舎
か
ら
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

卒業証書を受ける阿久比中学生徒

先生にお礼の言葉を述べる生徒代表 

在校生を前に卒業証書を受ける南部小学校児童 

涙ぐむ生徒 

元気に卒園証書を受けるほくぶ幼稚園児 

�
�
�
�
�
�
�
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●家康の母、於大の方が始めた“おせんぼ”

　３月１６日、洞雲院（大字卯坂）で“おせんぼ”（観音
懺摩法会）が行われました。
　“おせんぼ”は徳川家康の母於大の方が「戦国の女性
の哀しみが二度とおきないように」と、洞雲院で祈願
したのが始まりだと言われています。
　この日は町指定文化財の涅槃図が本堂に飾られ、約
４０人の地元の人たちで会が営まれました。
　「昔ながらの行事を後世に伝えていくことは大切な
ことだと思います」と参加者が話していました。

涅槃図が飾られ法会が行われている本堂

●阿久比産の大豆でみそ造り

　３月８日、手づくりみそ講習会が中央公民館本館の
調理室で行われました。
　この日は、あぐいくらしの会の指導で４０人の参加者
が地元産の大豆を使い、みそ造りを体験しました。
　一晩水につけた大豆を、指でつぶれるくらいに煮て
からミキサーで細かくした後、米麹などを混ぜて仕込
みをしました。
　９月上旬ころがちょうど食べごろに仕上がるそうで
す。「自分で造ったみそが出来上がるのが楽しみです」
と参加者が話していました。

みそ造りの指導を受ける参加者

　３月２２日、阿久比駅前に町の案内板を設置しました。縦２．２メー
トル、横２．４メートルの大きさの案内板で、片面には町の地図の中
に主な名所などを描き、もう一方には阿久比の四季を紹介して、
町外から訪れた方に一目で阿久比を知ってもらえるように仕上げ
ました。
　交番移転と案内板設置により町の玄関口阿久比駅前が華やかに
なりました。

　阿久比町商工会様と阿久比ライオ
ンズクラブ様から町の案内板設置費
用にとそれぞれ５０万円ご寄付いただ
きました。

ご寄付ありがとう
ございました
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者
に
施
設
管
理
方
法
を
提
案
し
て
も
ら
う

な
ど
、
来
年
度
以
降
も
随
時
こ
の
制
度
を

取
り
入
れ
て
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

詳
細
は
担
当
課
ま
た
は
総
務
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
０
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

う
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
阿
久
比
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
各
大
字
・
自
治
会
に
施
設

の
管
理
を
お
願
い
し
ま
し
た
。（
指
定
期
間

は
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

　

公
の
施
設
を
よ
り
効
率
・
効
果
的
に
使

用
し
て
も
ら
う
た
め
、
指
定
管
理
者
希
望

が
行
え
る
よ
う
に
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
十
二
月
に
「
公
の
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す

る
条
例
」
を
定
め
、
十
二
月
・
平
成
十
八

年
三
月
に
「
各
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
」
を
改
正
し
て
、
幅
広

い
団
体
が
施
設
の
管
理
・
運
営
を
行
え
る

よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

四
月
一
日
か
ら
、
心
身
障
害
者
小
規
模

授
産
所
（
も
ち
の
木
園
）、
老
人
憩
の
家

（
阿
久
比
・
福
住
・
高
岡
・
萩
・
卯
之
山
・

宮
津
団
地
・
草
木
）
に
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
今
ま
で
の
管
理
委

託
制
度
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
て
も
ら

い
、
施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
、

よ
り
使
い
や
す
い
施
設
運
営
を
し
て
も
ら

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
広
く
民
間
の

事
業
者
や
団
体
に
も
任
せ
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
の
所
有
す
る
公
の
施
設
は
、

直
営
ま
た
は
公
共
的
団
体
に
管
理
委
託
し

て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
公
の
施

設
の
管
理
運
営
を
町
に
代
わ
っ
て
民
間
の

事
業
者
や
そ
の
他
の
団
体
が
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
管
理
運
営
を
任
せ
る
事
業
者
な

ど
の
こ
と
を
「
指
定
管
理
者
」
と
呼
び
ま

す
。
こ
の
指
定
管
理
者
は
、
町
が
指
定
し

て
議
会
の
議
決
を
得
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
て

　

町
で
は
民
間
の
力
を
活
用
し
て
、
町
民

に
よ
り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������
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� �
� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

・施設名：阿久比老人憩の家
　所在地：大字阿久比字北下川４９－３
（�４８－３５３６）
・施設名：福住老人憩の家
　所在地：大字福住字平野４－１
（�４８－６８５１）
・施設名：高岡老人憩の家　
　所在地：大字矢高字三ノ山高９－１
（�４８－６８５０）
・施設名：萩老人憩の家
　所在地：大字萩字曽根７－１８
（�４８－３５３８）
・施設名：卯之山老人憩の家
　所在地：大字卯坂字北ノ浦５８－１
（�４８－３５４７）
・施設名：宮津団地老人憩の家
　所在地：大字宮津字小廻間１－４７
（�４８－１６９９）
・施設名：草木老人憩の家
　所在地：大字草木字平井堀３５－１
（�４８－２５３９）
　担当課：保険課
（�４８－１１１１内線２２８）
　指定管理者：各大字・自治会

・施設名：心身障害者小規模授産所（もちの木園）
　所在地：大字卯坂字下同志鐘４０－３
（�４８－３８８５）
　担当課：住民福祉課
（�４８－１１１１内線２２６）
　指定管理者：社会福祉法人
　　　　　　　阿久比町社会福祉協議会

指定管理者による管理運営が始まる施設

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
「
公
の
施
設
」
の
管
理
運
営
を
民
間
の
事
業
者
や
そ

の
他
の
団
体
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
阿
久
比
町
で
は
四
月

一
日
か
ら
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
（
も
ち
の
木
園
）
を
は
じ
め
八
施
設
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　

町
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
も
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
の
力

を
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
、
経
費
の
節
減
な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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今
回
は
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
で
、

介
護
保
険
料
を
算
定
す
る
た
め
に
予
測
さ

れ
る
町
の
高
齢
者
の
将
来
推
計
を
紹
介
し

ま
す
。

推
計
人
口

　

平
成
十
二
年
か
ら
十
六
年
の
住
民
基
本

台
帳
の
人
口
を
基
本
に
人
口
を
推
計
し
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
ま
で
の
総
人
口
は
二
万

五
千
三
十
四
人
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
平
成
十
六

年
の
四
千
四
百
五
十
九
人
か
ら
平
成
二
十

年
に
は
五
千
三
百
十
四
人
と
推
計
さ
れ
高

齢
化
率
は
二
一
・
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
予

測
さ
れ
ま
す
。

要
介
護
認
定
者
数
の
推
計

　

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
平
成
十
四
年
六

月
ま
で
の
認
定
率
を
も
と
に
、
前
期
高
齢

者
（
六
十
五
歳
〜
七
十
四
歳
）、
後
期
高
齢

者
（
七
十
五
歳
以
上
）
ご
と
に
、
平
成
十

七
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の
認
定
率

と
認
定
者
数
を
推
計
し
ま
し
た
。

　

要
介
護
認
定
者
数
の
推
移
を
み
る
と
、

計
画
の
目
標
年
度
と
な
る
平
成
二
十
年
度

で
は
介
護
予
防
を
行
わ
な
い
場
合
の
自
然

体
の
認
定
者
数
は
七
百
六
十
人
、
介
護
予

防
効
果
後
の
推
計
で
は
七
百
二
十
五
人
と

な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
推
計

①　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
推
計

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
推
計
を
み

る
と
、
平
成
二
十
年
度
で
は
百
五
十
六
人

と
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
で
は
、

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）
の
高
齢

者
介
護
の
姿
を
年
頭
に
置
き
、
平
成
二
十

六
年
度
に
介
護
保
険
施
設
な
ど
の
目
標
値

を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
ま
す
。

②　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
推
計

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
の
推
計
を
み

る
と
、
平
成
二
十
年
度
で
は
五
百
六
十
八

人
と
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
、

サ
ー
ビ
ス
必
要
量
の
推
計
と
保
険
料
額
を

紹
介
し
ま
す
。

表：要介護度別認定者数および要介護認定率の推計
自然体推計

平成２６年度平成２０年度平成１９年度平成１８年度平成１７年度
１,０１９７６０７１０６６３６１０合計
１６８１１８１０９９９８８要支援
２４３１９０１８０１７２１６２要 介 護 １
１５３１１６１０９１０３９６要 介 護 ２
１９１１３４１２３１１２９９要 介 護 ３
１０３８１７６７３６９要 介 護 ４
１６１１２０１１３１０５９７要 介 護 ５

１５.６％１４.３％１３.９％１３.６％１３.０％要介護認定率

② 

□
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
課
　
fl（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
２
８
） 

改 正 
表：人口推計

平成２０年平成１９年平成１８年平成１７年平成１６年
実　績

２５,０３４２４,９５７２４,８７０２４,７７５２４,６７３総 人 口

８,３９７８,４６１８,５６２８,６６９８,７７７４０～６４歳

３,１１２３,０３８２,９０３２,８４３２.７０９前　 期
高 齢 者

２,２０２２,０７３１,９６８１,８４９１,７５０後　 期
高 齢 者

５,３１４５,１１１４,８７１４,６９２４,４５９高 齢 者
人　 口

２１.２３％２０.４８％１９.５９％１８.９４％１８.０７％高齢化率

※前期高齢者：６５歳～７４歳　　※後期高齢者：７５歳以上

介護予防効果後推計
平成２６年度平成２０年度平成１９年度平成１８年度平成１７年度

９４１７２５６９３６６３６１０合計
１４８１１３１０８９９８８要 支 援 １
１７２１４６１４５０

１６２
要 支 援 ２

４７３７３５１７１要 介 護 １
１１８９３９３１０３９６要 介 護 ２
１９１１３４１２３１１２９９要 介 護 ３
１０３８１７６７３６９要 介 護 ４
１６１１２０１１３１０５９７要 介 護 ５

１４.４％１３.６％１３.６％１３.６％１３.０％要介護認定率

表：施設サービス利用者数の推計

介護療養型
医療施設

介護老人
保健施設

介護老人
福祉施設

利  用  者
合  計区分

４５１６５１２０平成１６年度
実績

４５１７２１２７平成１７年度

５５４８１１４０平成１８年度

６５５８７１４８平成１９年度

６５６９４１５６平成２０年度

※端数処理の関係で計は一致しない場合があります。
０．０ 

１０．０ 

２０．０ 

３０．０ 

４０．０ 

５０．０ 

H１５ H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５ H２６ 

図：要介護２～５に対する施設居住系利用割合 

①介護保険３施設および介護専用の居住系サービスの整備 

要介護２～５の内、施設＋居住系利用割合 

平成２６年度目標 ３７％以下 

３７.２ 
４０.４ ３９.４ ３９.５ ４０.１ ４０.７ 

４４.１ ４２.３ ４０.２ ３８.２ ３６.３ ３４.９ ３７.２ 
４０.４ ３９.４ ３９.５ ４０.１ ４０.７ 

４４.１ ４２.３ ４０.２ ３８.２ ３６.３ ３４.９ 

H１５ H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５ H２６ 

図：施設利用者に対する要介護４～５の割合 

②介護保険３施設利用者の重度者への重点化 

介護保険３施設、要介護４・５の割合 

平成２６年度目標 ７０％以上 

０ 

１０．０ 

２０．０ 

３０．０ 

４０．０ 

５０．０ 

６０．０ 

７０．０ 

８０.０ 

６３.０ ６５.８ ６６.１ ６４.３ ６５.５ ６６.０ 
６７.４ ６８.０ ６８.５ ６９.１ ６９.７ ７０.２ 

６３.０ ６５.８ ６６.１ ６４.３ ６５.５ ６６.０ 
６７.４ ６８.０ ６８.５ ６９.１ ６９.７ ７０.２ 

表：居宅サービス利用者数の推計

平成２０年平成１９年平成１８年平成１７年平成１６年
実　　績区　分

５６８５４５５２２４８４４４０居宅サービス
利用者数

５４６５２４５０７４６９４２８標準居宅サービス
利用者

１８１７１２１２１０認痴症対応型
共同生活介護

４４３３２特定施設
入所者生活介護
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三
月
十
二
日
、
阿
久
比
町
消
防
団
観
閲

式
が
中
央
公
民
館
南
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
使
命
を

持
っ
た
消
防
団
員
の
り
り
し
い
姿
を
来
賓

の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
皆
さ
ん
が
優
良
消
防
団
員

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

▽
半
田
警
察
署
管
内
消
防
警
察
協
議
会

長
表
彰　

新
美
和
弘
（
第
一
分
団
班
長
）

竹
内
靖
博
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）
竹
内

孝
介
（
同
部
長
）
花
井
宏
明
（
第
四
分
団

同
）
瀧
塚
敦
司
（
第
五
分
団
同
）
新
美
克

仁
（
同
団
員
）
▽
阿
久
比
町
長
表
彰　

永

井
宏
享
（
第
一
分
団
団
員
）
石
川
義
高

（
第
二
分
団
班
長
）
知
�
守
眞
（
第
三
分

団
団
員
）
蟹
江
宏
治
（
第
四
分
団
同
）
瀧

塚
裕
之
（
第
五
分
団
同
）
▽
阿
久
比
町
消

防
団
長
表
彰　

小
野
貴
嗣
（
第
一
分
団
団

員
）
中
里
良
人
（
同
）
榊
原
伸
洋
（
第
二

分
団
団
員
）
田
中
誠
（
同
）
田
中
裕
史

（
第
三
分
団
団
員
）
皆
川
和
樹
（
同
）
蟹

江
康
史（
第
四
分
団
団
員
）榊
原
善
成（
同
）

近
藤
亮（
第
五
分
団
団
員
）本
美
広
平（
同
）

骸
化
し
て
し
ま
う
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

良
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
安

全
で
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。
地

域
住
民
や
地
元
消
防
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
事
業

所
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
と
連
携
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

防
災
交
通
課
と
半
田
消
防
署
阿
久
比
支

署
で
は
、
今
後
も
各
種
防
災
研
修
会
を
実

施
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

各
地
区
の
代
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

民
間
企
業
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」「
児
童
見
守
り
隊
」
な
ど

は
、「
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
ろ
う
」
と
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基
本
で
あ
り
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
自
主
防
災
の
連
帯
意
識
が
な

け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
平
常
時
か
ら
の
人
々
の
交

流
を
通
じ
て
、
地
域
の
安
全
や
防
災
に
対

す
る
関
心
や
意
識
の
高
ま
り
、
自
主
防
災

活
動
が
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
が
理
想
で

す
。

　

新
年
度
を
迎
え
て
、
各
地
域
の
自
主
防

災
組
織
も
再
編
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
地
震
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る

自
主
防
災
の
育
成
は
、
継
続
的
な
計
画
性

を
持
っ
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か

し
、
現
実
問
題
と
し
て
、
自
治
会
が
母
体

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
防
災
活
動
は
自

治
会
活
動
の
一
環
と
な
り
、
他
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
に
比
べ
、
地
味
な
活
動

に
な
り
が
ち
で
す
。

　

必
ず
し
も
、
住
民
の
自
発
的
動
機
に
よ

る
活
動
が
多
く
な
い
た
め
、
活
動
に
対
す

る
住
民
の
関
心
が
低
く
、
組
織
自
体
が
形

　

地
域
の
安
全
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
目
指
し
て
連
帯
感

の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

３５ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

阿
久
比
交
番
移
転

　

阿
久
比
交
番
が
名
鉄
阿
久
比
駅
前
に

移
転
（
三
月
六
日
）
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

�（
２
１
）０
１
１
０
（
内
５
１
６
）

商工会 

消防署 

阿久比町役場 

オアシス 
　センター 

阿
久
比
駅 

オアシス 
大橋 

今までの交番 

交番の 
移転先 

Ｎ 

新築された阿久比交番

整列する消防団員

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と

自
主
防
災
組
織

植地区防犯パトロール出発式（３月１６日）で南部小学校児童に見送られるパトロール参加者
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人　　　　　　数件　　　　　　数
区　　分

増　減１７　年１８　年増　減１７　年１８　年

－１１０－１１０死　　亡

＋１０１＋１０１重　　傷

＋８２９３７＋７２５３２軽　　傷

＋８３０３８＋７２６３３合　　計

阿久比町交通事故発生状況阿久比町交通事故発生状況《平成１８年１月～２月末》

　

新
入
学
（
園
）
し
た
元
気
な
子
ど
も
た

ち
や
新
入
社
員
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
姿
を
た

く
さ
ん
見
か
け
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

不
慣
れ
な
環
境
の
中
で
、
交
通
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
時
期
、
新
入
学
（
園
）
児

な
ど
に
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え
た

り
、
再
確
認
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
交
通

安
全
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
現
状
も
踏
ま
え
、
重
点
的

な
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
、
交
通
事
故

の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
も
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

 　

重　

点　

目　

標　
 

�○
家
庭
で
は

・　

自
宅
付
近
の
危
険
個
所
を
子
ど
も
や

高
齢
者
に
具
体
的
に
示
し
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
い
の
機
会
を
も
つ
。

○
運
転
者
は

・　

道
路
横
断
中
や
自
転
車
利
用
中
の
子

ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
十
分
に
注
意
す
る
。

・　

高
齢
運
転
標
識
を
表
示
し
た
車
に
は

思
い
や
り
運
転
に
心
が
け
る
。

�○
家
庭
で
は

・　

利
用
す
る
自
転
車
の
安
全
点
検
と
整

備
を
家
庭
ぐ
る
み
で
行
う
。（
Ｔ
Ｓ
マ
ー

ク
の
推
奨
）

・　

自
転
車
運
転
者
に
も
賠
償
責
任
が
か

か
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
話
し
合
い
、

安
全
利
用
へ
意
識
を
高
め
る
。

○
運
転
者
は

・　

タ
イ
ヤ
、
ブ
レ
ー
キ
、
ラ
イ
ト
、
反

射
器
な
ど
を
使
用
前
に
点
検
す
る
。

【　
　
　
　
 　

】

子
ど
も
や
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

【　
　
　
　
 　

】

自
転
車
の
安
全
利
用
を

進
め
よ
う

・　

指
定
さ
れ
た
場
所
に
駐
輪
す
る
。

・　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
歩
道
な
ど
を

通
行
す
る
と
き
に
は
歩
行
者
を
優
先
す

る
。

�○
家
庭
で
は

・　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
特
性
を
よ
く

理
解
し
、
正
し
い
使
用
を
心
が
け
る
。

・　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
確
実
な
着
用
を
お

互
い
に
注
意
す
る
。

○
運
転
者
は

・　

助
手
席
や
後
部
座
席
の
同
乗
者
へ
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
を
徹
底
さ
せ
る
。

�○
家
庭
で
は

・　

飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日
の
外
出
は
、

帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お

く
。

・　

花
見
な
ど
の
春
の
行
楽
の
行
き
帰
り

無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、
運
転
手
に

は
絶
対
に
飲
酒
を
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
や
行
楽
に
は
マ
イ

カ
ー
を
使
用
し
な
い
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
交
通
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

【　
　
　
　
 　

】

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
つ
け
よ
う

【　
　
　
　
 　

】

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

4月6日（木）～ 
　　　4月15日（土） 

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
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広報あぐい　２００６年４月１日号

　昭和４１年１月１３日に誕生した文化協会が設立４０年を
迎えました。
　当初は９団体でスタートした文化協会でしたが、現
在３２団体、会員数約６３０人の協会へと成長しました。
　今年度は４０周年を記念した文協まつりや体験教室な
ど文化に触れ、親しんでもらうためのイベントなどを
計画しています。
　「何かが変わる今年の文化協会」に注目してください。

　高齢者には「懐かしい」、若い人には「新しい」「は
た織り体験」ができる部屋がオープンしました。
　毎週土曜日・日曜日は体験教室を開催しますのでぜ
ひ体験してみてください。１人１時間程度で最初は
コースターなどを作ります。
　電話または窓口で予約を受け付けます。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「はははははははははははははははははははははたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりののののののののののののののののののののの部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４０００００００００００００００００００００周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

□
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
教
育
課 

　
fl（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
６
２
） 
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

日　時　毎週土曜日・日曜日　午前１０時～午後３時
場　所　中央公民館２階２０６号室　
講　師　あぐいくらしの会
申し込み・問い合わせ先
　　　　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）

平成１７年７月１３日、愛知万博会場で踊りを披露する協会員
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阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４０００００００００００００００００００００周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

　

最
近
、
広
報
の
取
材
先
で
皆
さ
ん
か
ら
、

「
ぶ
ら
り
旅
読
ん
で
ま
す
よ
」
と
声
を
掛

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
う
れ
し
い
限

り
だ
。
今
回
は
宮
津
村
絵
図
を
見
な
が
ら

歩
い
た
。

　

萩
村
境
か
ら
北
へ
向
か
っ
て
歩
き
始
め

る
。
周
り
は
雑
木
林
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
に
は
ど
こ
か
ら
か

水
が
わ
い
て
い
る
の
か
水
分
を
含
ん
で

湿
っ
て
い
る
。
や
が
て
谷
性
寺
が
見
え
て

き
た
。

　

村
絵
図
に
は
谷
性
寺
横
に
は
、
は
っ
き

り
と
太
い
線
で
道
が
あ
る
。
現
在
も
ほ
ぼ

変
わ
り
な
く
道
が
続
い
て
い
る
。

　

道
の
突
き
当
た
り
で
左
に
曲
が
り
、
西

へ
行
く
。
光
西
寺
を
横
切
る
。
こ
の
辺
り

に
は
、
見
上
げ
る
ほ
ど
の
黒
い
板
壁
の
家

屋
が
見
ら
れ
、
古
い
町
並
み
の
景
観
が
残

さ
れ
て
い
る
。

　

村
絵
図
に
氏
神
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

現
在
の
熱
田
社
。
こ
こ
ま
で
来
て
、
再
び

も
と
の
道
に
戻
り
、
宮
津
の
�
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
�
を
歩
く
。

　

集
落
を
南
北
に
通
じ
る
道
の
両
側
に
は

金
物
屋
、
酒
屋
、
呉
服
屋
、
雑
貨
屋
な
ど

が
並
び
�
阿
久
比
の
江
戸
�
と
呼
ば
れ
て

い
た
そ
う
だ
。
今
は
か
つ
て
の
に
ぎ
や
か

な
商
い
の
ま
ち
と
は
全
く
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
、
静
か
な
雰
囲
気
に
変
わ
っ
て
い
る
。

「
小
学
生
の
時
に
母
親
と
い
っ
し
ょ
に
体

操
服
を
買
い
に
来
た
の
が
こ
の
辺
り
で
、

魚
屋
さ
ん
も
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
か
な
あ
」

と
友
人
が
二
十
年
前
の
少
年
時
代
を
懐
か

し
ん
で
い
た
。

　

い
つ
も
な
ら
誰
か
と
出
会
い
話
し
を
す

る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
日
は
誰
に
も
会
わ
な

い
。
友
人
と
二
人
だ
け
で
寂
し
い
ぶ
ら
り

旅
。
猫
の
子
一
匹
に
も
会
わ
な
い
と
は
こ

の
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
か
と
冗
談
を

言
っ
て
い
た
矢
先
、
丸
々
と
肥
え
た
猫
が

目
の
前
に
現
れ
た
。（
う
わ
さ
を
す
れ
ば

影
。）

　

北
組
山
車
蔵
の
前
に
庚
申
堂
が
あ
る
。

村
絵
図
に
も
庚
申
と
あ
る
。
厨
子
に
納
め

ら
れ
た
木
造
「
青
面
金
剛
」
が
安
置
さ
れ

て
い
た
ら
し
い
が
盗
難
に
遭
い
今
は
な
い
。

堂
を
の
ぞ
く
と
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

蟹
田
川
に
た
ど
り
着
く
。
阿
久
比
川
に

向
か
っ
て
川
沿
い
を
歩
く
。
鳥
た
ち
が
飛

ん
で
い
る
。
え
さ
と
な
る
虫
た
ち
が
冬
眠

か
ら
覚
め
て
動
き
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

北
の
方
角
に
は
区
画
整
理
が
進
み
、
新

し
い
家
が
少
し
ず
つ
建
ち
始
め
て
い
る
。

何
年
か
後
に
は
、
現
在
と
は
全
く
違
っ
た

姿
に
な
る
だ
ろ
う
。
変
わ
り
ゆ
く
風
景
を

目
に
焼
き
付
け
今
回
の
ぶ
ら
り
旅
を
終
え

る
こ
と
に
す
る
。

谷性寺に咲く梅の花

宮津村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

宮津の“メインストリート”
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　２市２町（阿久比町、大府市、豊明市、東浦町）で構成している東部知多衛生組合の平成１８年度
一般会計予算は、次のとおりです。
　なお、阿久比町の平成１８年度負担金は、１億９，４８１万３,０００円です。

□問い合わせ先　東部知多衛生組合　�０５６２-４６-８８５５

（一般会計）

（単位：円）歳　出

金　　額科　　目

６７万４,０００議 会 費

６,３５９万３,０００総 務 費

１３億３,３８２万９,０００衛 生 費

５億７,４６８万３,０００公 債 費

１，０００万予 備 費

１９億８,２７７万９,０００歳出合計

（単位：円）歳　入

金　　額科　　目

１７億１,２２４万３,０００分担金及び負担金

２億４，０７１万使用料及び手数料

１,８１２万７,０００財 産 収 入

１,０００万繰 越 金

１６９万９,０００諸 収 入

１９億８,２７７万９,０００歳入合計

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
平成１８年度

�◎　

し
尿
汲
取
券
は
、
阿
久
比
町
し
尿
券

取
扱
所
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◎　

汲
み
取
り
予
定
日
ま
で
に
、
し
尿
汲

取
券
の
印
欄
に
申
込
者
の
印
を
押
し
た

券
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
、
汲
み
取
り

作
業
終
了
後
、
汲
み
取
り
業
者
（
町
委

託
業
者
）
へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎　

し
尿
汲
取
券
が
な
い
場
合
、
汲
み
取

り
を
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎　

し
尿
汲
み
取
り
は
、
現
金
で
の
支
払

い
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
し
尿
汲
取
券

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み
方

◎　

し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み
は
、
阿

久
比
町
し
尿
券
取
扱
所
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

◎　

し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み
は
、
汲

み
取
り
を
希
望
す
る
予
定
日
の
二
日
前

ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎　

汲
み
取
り
予
定
日
に
は
、
必
ず
し
尿

汲
取
券
と
清
掃
用
の
水
（
バ
ケ
ツ
二
〜

三
杯
）
を
用
意
し
、
汲
み
取
り
口
と
通

路
は
作
業
の
し
や
す
い
よ
う
に
整
理
・

整
頓
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎　

冠
婚
葬
祭
や
雨
水
が
入
る
な
ど
急
に

汲
み
取
り
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、

直
接
環
境
衛
生
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

し
尿
汲
み
取
り
に
は
、

し
尿
汲
取
券
が
必
要
で
す

汲み取り地区汲み取り予定日汲み取り地区汲み取り予定日

草　木第１ 木・金曜日阿久比・椋　岡・矢　口
高　岡・　植　・大古根第１月・火・水曜日

横　松・萩・宮　津第２木・金曜日板　山・福　住・白　沢
坂　部・卯之山第２月・火・水曜日

草　木第３木・金曜日阿久比・椋　岡・矢　口
高　岡・　植　・大古根第３月・火・水曜日

横　松・萩・宮　津第４木・金曜日板　山・福　住・白　沢
坂　部・卯之山・阿久比団地第４月・火・水曜日

４月１日から、上記のとおりし尿汲み取り日を変更します。予定日のいずれかの日に伺います。汲
み取り予定日を確認して、し尿汲み取りの申し込みをしてください。

4月1日から、し尿汲み取り日が変わります 4月1日から、し尿汲み取り日が変わります 4月1日から、し尿汲み取り日が変わります 
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実施会場受付時間 期    日実施会場受付時間期    日

登録と予防注射の
日　程

萩老人憩の家 ９：３０～１０：００

５月１８日（木）

高根台集会所 ９：３０～１０：２０

４月１８日（火）

宮津山田集会所１０：１０～１０：５０日生コーポ原前１０：３０～１１：００

福住園高台東公園１１：００～１１：４０白沢台中央公園１１：１０～１１：４０

高根台集会所１３：００～１３：３０白沢公会堂１３：００～１３：３０実施会場受付時間期    日

白沢区民館１３：４０～１４：１０草木公民館１４：００～１５：１０横松公民館 ９：３０～１０：００

４月１７日（月）

草木公民館１４：２０～１５：００図書館駐車場１０：００～１０：５０

４月１９日（水）

宮津公民館１０：１０～１０：５０

図書館駐車場１０：００～１０：３０

５月１９日（金）

矢口公民館１１：００～１１：４０宮津山田集会所１１：００～１１：５０

丸山公園武道場１０：４０～１１：１０植公民館１３：００～１３：５０阿久比団地内公園１３：００～１３：３０

高岡老人憩の家１１：２０～１１：４０大古根公民館１４：００～１４：３０福住老人憩の家１３：４０～１４：１０

植公民館１３：００～１３：４０保健センター１４：４０～１５：１０板山公民館１４：２０～１５：００

保健センター１３：５０～１４：２０

　

飼
い
犬
は
必
ず
登
録
（
一
生
涯
一
回
）

し
、
年
に
一
回
の
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

登
録
済
み
の
飼
い
犬
は
、
予
防
注
射
の

み
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

未
登
録
の
犬
や
、
新
た
に
犬
を
（
生
後

九
十
一
日
以
上
）
飼
い
始
め
た
方
は
、
登

録
と
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
料　

金

・　

登
録
料
金
一
匹
に
つ
き
三
千
円
で
す
。

・　

予
防
注
射
料
金
一
匹
に
つ
き
三
千
三

百
円
で
す
。

・　

新
規
登
録
と
予
防
注
射
の
場
合
は
、

一
匹
に
つ
き
六
千
三
百
円
で
す
。

　

登
録
・
注
射
会
場
に
出
か
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
必
ず
獣
医
院
で
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

�・　

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
。

・　

飼
い
犬
、
飼
い
主
の
住
所
地
が
変

わ
っ
た
と
き
。

・　

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
。

�・　

首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・　

犬
の
鑑
札
、
予
防
注
射
票
は
必
ず
首

輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・　

予
防
注
射
通
知
書
が
届
い
て
い
る
場

合
は
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・　

獣
医
院
で
受
け
る
場
合
も
、
予
防
注

射
通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す

登
録
・
注
射
会
場
に
出
か
け
る
と
き
は

　
 
年
に
一
度
は
狂
犬
病

　
　
　
　
 
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　

家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
排
出
す
る
生
ご

み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
装
置
の
購
入
費
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

□
対　

象

　

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
（
容
器
・
処
理
機
）

□
補
助
対
象
者
な
ど

　

阿
久
比
町
在
住
の
方
で
、
一
世
帯
に
つ

き
容
器
と
処
理
機
そ
れ
ぞ
れ
一
回
限
り
で

す
。
容
器
に
つ
い
て
は
、
一
回
に
二
基
ま

で
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
補
助
金
の
額

　

容
器
・
処
理
機
と
も
購
入
金
額
の
二
分

の
一
。
た
だ
し
、
容
器
に
つ
い
て
は
千
円
、

処
理
機
に
つ
い
て
は
二
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

□
申
請
方
法

　

購
入
予
定
の
方
に
は
、
環
境
衛
生
課
窓

口（
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
）で
申
請
書
を
配

布
し
ま
す
。
申
請
書
の
裏
面
に
販
売
店
で

販
売
証
明
を
し
て
も
ら
い
、
領
収
書
を
添

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
の

交
付
は
、口
座
振
替
と
な
り
ま
す
の
で
、請

求
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
請
の
際
に
は
、
印
鑑
と
口
座
番
号

の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

生
ご
み
処
理
機
・ 

容
器
の
購
入
費
に 

補
助
金
を
交
付
し
ま
す 

生
ご
み
処
理
機
・ 

容
器
の
購
入
費
に 

補
助
金
を
交
付
し
ま
す 
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町
で
は
、
清
潔
で
快
適
な
暮
ら
し
の
推

進
と
環
境
整
備
の
た
め
、
公
共
下
水
道
事

業
を
計
画
的
に
行
い
、
す
で
に
東
部
、
植

大
、
高
根
台
、
椋
岡
、
阿
久
比
、
卯
之
山
、

坂
部
、
白
沢
南
処
理
分
区
で
供
用
開
始
を

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
新
た

に
、
白
沢
北
処
理
分
区
が
供
用
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

　

供
用
開
始
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
公
共

下
水
道
事
業
に
対
し
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

下
水
道
指
定
工
事
店
と
は
、
下
水
道
に

関
す
る
法
律
や
条
例
の
基
準
に
あ
っ
た
排

水
設
備
工
事
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
を
習
得
し
て
、
工
事
に
必
要
な
手
続

き
を
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
の
で

き
る
、
町
が
指
定
し
た
業
者
で
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
排
水
設
備
工
事
を
行
う
た

め
に
、
下
水
道
指
定
工
事
店
制
度
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
を
行
う
際
は
、
必
ず
指

定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
５
０
・
３
５
１
・
３
５
２
）

下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快
適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

阿久比町下水道指定工事店
電話番号（連絡先）営業所所在地指定工事店名

０５６９-４８-７６７１阿久比町大字草木字膝ケ根４８番地竹徳設備工業所

０５６９-４８-１９８１阿久比町大字白沢字二反ノ田３９番地の１㈱岡戸組

０５６９-４８-２４０７阿久比町大字板山字平成５９番地沢田設備

０５６２-８３-３８８０阿久比町大字横松字月見ケ丘１０番地トーエイ㈱

０５６９-２７-５８６３半田市板山町１５丁目１６８番地山本粘土建設㈱

０５６９-４８-１４５６阿久比町大字矢高字五反田１６番地の１日道工業㈱

０５６９-４８-０２０１阿久比町大字植大字大野崎３１番地の１早川水道㈱

０５６９-４８-５３１４阿久比町大字卯坂字梅ケ丘１５０番地菊水建設㈱

０５６９-４８-３５９４阿久比町大字草木字末広２２番地㈱アグメント

０５６９-４８-０５００阿久比町大字草木字中郷８２番地㈱倉　建

０５６９-４７-０９００阿久比町大字草木字栄１３番地㈲アドバンス

０５６９-４８-１６２５阿久比町大字横松字前田１５番地の１㈲浪岡設備

０５６２-５５-３２３１知多市岡田字海渡６６番地㈱佐藤実業

０５６９-４８-１１４７阿久比町大字卯坂字梅ケ丘１５０番地㈱キクテック

０５６９-４８-０７９７阿久比町大字板山字比沙田５７番地㈲山本水道設備

０５６２-８４-０９９０東浦町大字石浜字平鳥５３番地の２黒木水道設備

０５６９-４８-０１３５阿久比町大字植大字東山ノ手６番地の１㈲丸竹鉄工所

０５６９-４８-２５２９阿久比町大字植大字大野崎２８番地の８㈱山本工事

０５６９-４８-０９２７阿久比町大字草木字伯父ケ脇５番地㈱マルヤマ

０５６９-４８-０３９８阿久比町大字草木字栄８６番地ウイング マルヤマ

０５６２-５５-２５６９知多市梅が丘１丁目１８番地㈱阿知波設備

０５６９-２８-６０５７半田市横川町２丁目６７番地コスモ水道設備㈲

０５６９-２６-１５３1半田市岩滑中町５丁目１２４番地トーシン

０５６２-３４-１６３４東海市加木屋町泡池１１－１３１岡田建設

０５６２-５６-２８０６知多市つつじが丘３丁目１５番地の３阿南設備

０５６９-２３-２６４０半田市花園町２丁目１２番地の２３㈲竹内設備工業

０５６２-３４-９２０３知多市南巽が丘２丁目１９３番地㈱たつみ

０５６２-３３-２１１１東海市加木屋町石田１番地の２武一㈱

０５６９-４８-５２６４阿久比町大字草木字峯畑６３番地㈲東丘

０５６９-２８-４１４１半田市南大矢知町２丁目４６番地の２４日星設備㈱

０５６９-２７-７８３８武豊町字壱町田１１９番地の１㈲加藤建設

０５６９-４２-０５７５常滑市大野町５丁目１７番地㈲早川ポンプ店

０５６９-４８-３４０１阿久比町大字卯坂字小谷１３０番地瑛特土木㈱

０５２-６０３-２５０１東海市中央町５丁目２４番地㈱日東土木

電話番号（連絡先）営業所所在地指定工事店名

０５６９-４８-０５９３阿久比町大字横松字宮前７３番地の１㈱加藤建設知多営業所

０５６９-２３-１８５１半田市乙川西ノ宮町１丁目１５番地の１さくら設備

０５６２-３４-９２３２東浦町大字緒川字西釜池５番地の１５㈲中川設備工業所

０５６９-２１-５０８７半田市協和町２丁目１１５番地松川設備工業㈱

０５６９-２２-３２８２半田市岩滑中町４丁目１２５番地の４㈱富士総合設備事務所

０５６２-３２-１４６４東海市高横須賀町町新田３６番地の８㈱オームラ組

０５６６-４１-２６６６碧南市港本町４番地２１大浜燃料株式会社

０５６９-２３-６２８０半田市宮本町３丁目２０８番地の１㈲片桐浴槽店

０５６９-２２-１１９９半田市彦洲町１丁目２２８番地３知多設備㈱

０５６２-３３-９０１７東海市大田町上浜田６１番地の４㈲秀建

０５６２-３４-９２２１知多市原２丁目１０番地２１丸セ伊藤水道

０５６９-２８-５８９０半田市大高町３丁目１０１番地の２６ダイエー設備

０５６９-３５-６６６０常滑市古場町２丁目３５番地㈲ナカノ

０５６９-２８-２４６４半田市亀崎町９丁目１２３番地の８三和㈱

０５２-６８１-６０１９名古屋市熱田区古新町２丁目７３番地の２ダイスイ設備㈱

０５６９-４８-０８１５阿久比町大字宮津字堂道１２番地カツヤマ建設㈱

０５６９-２８-６７５７半田市西大矢知町４丁目１０５番地㈲サンセイ建設

０５６２-３３-２３８３東海市養父町里中９番地の１㈱板倉設備

０５２-５２４-３３３４東海市荒尾町藤左ェ門起１の１中西設備

０５６８-７４-４７０５小牧市大字三ッ渕字東播州１６３５番地サカイ技研㈱

０５２-７８２-２２６０名古屋市名東区一社３丁目９７番地の１㈱三学エンジニア

０５６９-４３-８３３２常滑市蒲池町５丁目１０番地の１㈲管野設備工業

０５６２-８４-４８０７東浦町大字生路字西畑１３番地の１㈲セイワ設備工業

０５６９-３２-３３１８半田市瑞穂町５丁目５番２１㈲東海維持管理興業

０５６９-２１-７２９４半田市宮本町３丁目２１１番地の１１本部住宅機器株式会社

０５６９-２６-２２２６半田市向山町２丁目２５番地㈲愛知テクノス

０５２-７５１-２００４名古屋市千種区高見１丁目１８番９号協立設備工業株式会社

０５６９-２９-２２６７半田市亀崎町４丁目１９３番地㈲トービックス

０５２-４１２-４２２１名古屋市中川区横前町８１番地双伸工業㈱

０５６２-８３-４１８４東浦町大字藤江字柳牛２８番地の１東浦土建㈱

０５６９-３４-８１８７常滑市鯉江本町５丁目１４０番地 名鉄常滑 ﾋﾞﾙ４０１号室㈲知多ホーム

０５６２-３３-８５１８東海市高横須賀町５丁目１１４番地㈲愛地エンジニアリング

０５２-８０１-１３８７名古屋市天白区植田西２丁目４０７番地㈱稲熊水道

０５６２-４８-３３４４大府市共西町７丁目３６０番地㈱光栄設備

Information
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障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
地
域
社
会
形
成
の
指
針
「
阿
久
比
町

障
害
者
計
画
」
を
改
定
す
る
に
あ
た
り
、

広
く
町
民
の
意
見
を
求
め
る
た
め
に
、
障

害
者
計
画
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
内　

容

　

年
六
回
程
度
の
策
定
委
員
会
で
、
町
が

示
す
障
害
者
計
画
に
定
め
よ
う
と
す
る
事

柄
に
関
し
て
の
意
見
を
求
め
ま
す
。

□
募
集
人
員　

一
人

□
応
募
資
格

　

町
内
在
住
の
満
二
十
歳
以
上
の
方
で
、

障
害
者
福
祉
に
関
心
を
持
ち
、
熱
意
の
あ

る
方
。

※　

公
募
以
外
の
委
員
も
含
め
、
原
則
と

し
て
同
一
団
体
な
ど
か
ら
の
委
員
は
一

人
と
し
ま
す
。

□
任　

期

　

委
嘱
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一

日
ま
で

※　

町
外
へ
転
出
、
職
務
が
遂
行
で
き
な

く
な
っ
た
と
き
、
辞
任
を
申
し
出
た
場

合
は
委
員
の
資
格
を
失
い
ま
す
。

□
応
募
方
法

　

四
月
二
十
八
日（
金
）ま
で
に
応
募
用
紙

に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
職
業

⑥
加
入
団
体
な
ど
⑦
応
募
の
動
機
（
四
百

字
程
度
）
を
記
載
し
、
役
場
住
民
福
祉
課

窓
口
に
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、メ
ー
ル
・

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
提
出
の
あ
っ
た
応
募
用
紙
な

ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
。）

※　

応
募
用
紙
は
住
民
福
祉
課
で
配
布
し

ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
６
）

　

〒
４
７
０
‐
２
２
９
２

　

阿
久
比
町
大
字
卯
坂
字
殿
越
五
〇

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

jum
in@
tow
n.agui.lg.jp

�　

町
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
診
断
を
行
う
条
件

①　

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前

に
建
築
（
着
工
）
し
た
木
造
住
宅
（
二

階
建
て
以
下
）
で
あ
る
こ
と
。

※　

日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
住
宅
で
あ

る
こ
と
。

②　

そ
の
住
宅
の
所
有
者
で
「
専
門
家
耐

震
診
断
申
請
書
」
の
自
己
診
断
欄
で
自

己
診
断
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

□
申
請
に
必
要
な
書
類

　

専
門
家
耐
震
診
断
申
請
書
（
提
出
用
）

□
実
施
棟
数　

百
棟
予
定

（
申
請
受
付
順
。
第
一
次
締
め
切
り
四

月
末
、
第
二
次
締
め
切
り
九
月
末
、
以

降
の
申
請
は
平
成
十
九
年
度
実
施
と
な

り
ま
す
）

□
実
施
期
間　

六
月
か
ら
十
二
月
予
定

※　

こ
の
診
断
事
業
は
、
今
後
五
年
間
引

き
続
き
実
施
す
る
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

※　
「
専
門
家
耐
震
診
断
申
請
書
」は
建
設

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

�
　

自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
募
集
事
務
所
�（
２
１
）０
０
０
４

　

http://w
w
w
.aichi.plo.jda.go.jp

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

説
明
会
と
前
回
縦
覧
で
の
土
地
所
有
者

な
ど
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
新

た
な
小
廻
間
地
区
計
画
（
町
決
定
）
の
原

案
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

こ
の
原
案
に
つ
い
て
、
区
域
内
の
土
地

所
有
者
お
よ
び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
町
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
縦
覧
期
間

　

四
月
三
日（
月
）〜
四
月
十
七
日（
月
）

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
縦
覧
場
所

　

阿
久
比
町
役
場
建
設
部
建
設
課

□
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
８
８
）

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

試験期日受付期間受験資格募集種目

１次　５月２０・２１日
（２１日は飛行要員のみ）
２次　６月２０日～２２日のうち指定す

る１日
３次　７月２０日～７月３１日
（海上・航空自衛隊の飛行要員のみ）

４月１日～
５月１２日

平成１９年４月１日現在、２０歳以上２６歳
未満の方（２２歳未満は大卒（見込含））、
大学院修士学位取得者（海上技術幹部
候補生志願者は、理工学修士学位取得
者に限る）及び自衛官は２８歳未満

一
般
・
技
術

幹
部
候
補
生

１次　５月２０日
２次　６月２０日～２２日のうち指定す

る１日

平成１９年４月１日現在、専門の大卒（見
込含）２０歳以上３０歳未満の方（薬剤は
２６歳未満の方（薬学修士学位取得者は
２８歳未満）

歯
科
・
薬
剤

５月中旬予定
年間を通じ
て行ってお
ります。

１８歳以上２７歳未満の方
２等

陸海空士
（男子）

�
�
�
�
�
�
�
�
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今今月月のの納納税税ななどど

固定資産税　　全・１期分

都市計画税　　全・１期分

納期限は５月１日（月）です



20

広報あぐい　２００６年４月１日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

907

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，０２７　　（　３６）

人　口　２４，８３５人（　１２）

　男　　１２，３２１人（　１８）

　女　　１２，５１４人（△６）

（　　）は前月との増減数

２月中の異動

　出生　１０　転入　９３

　死亡　１４　転出　７７

平成１８年３月１日現在

アグピー 

阿久比町のマスコットキャラクター 阿久比町のマスコットキャラクター 

　平成１５年に開催した「ほたるサミットあぐい」のキャラクターイラストとして作成された、
ホタル飛びかう住みよい環境づくりを進める阿久比町のマスコットキャラクター「アグピー」
を、町のＰＲのため広く皆さんに有効活用してもらうこととしました。
　使用には町の承認手続きが必要となりますので、ご了承ください。
□問い合わせ先　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）
　　　　　　　　メールアドレス kikaku@town.agui.lg.jp


